2015年12月作成
支援手順書作成
千葉県発達障害者支援センター
◎支援手順書とは
日課や活動の流れにそって、利用者の動きと支援者の動きの両方を時系列で示すことです。対象となる利用者の障害特性に配慮した日課や活動の流れ、そこで必要な支援を検討し、作成します。手順書には、支援者用（以下、支援手順書）と利用者用（指示書）があります。

◎支援手順書の目的
支援手順書は、対象となる利用者の特性に配慮した支援を統一して行うために作成します。支援を行うにあたり、支援者が参照したり、それにそって記録をつけたりするものです。（利用者に提示する手順書は、その活動は「何をするのか」「どのくらいやるのか」「いつ終わりなのか」「終わったら次は何をするのか」といった情報を示すためものです。）

◎支援手順書には、次の項目が含まれます。
・日課の流れにそったタイプ（A）と活動・作業の流れにそったタイプ（B）の２つがあります。
・流れとは、時間、場所、活動内容、対応する人などの情報のことです。
・利用者の動きと支援者の動きを対応させて書きます。
・場面設定、支援のポイント、注意点も書き込みます（誰でもわかるように図や写真などを活用）。
・必要に応じて気づきのメモや記録の欄をつくります。
◎(A)日課の支援手順書
日課の流れにそってつくるタイプです。スケジュールにもとづく支援手順書です。

◎日課の支援手順書のつくり方
　日課やスケジュールに含まれる活動を書き出します。活動ごとの利用者の動きと支援者の動きを書き出します。

障害理解とプランニングⅠの支援手順書の例その１
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障害理解とプランニングⅠの支援手順書の例その２
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◎(B)活動・作業の支援手順書
活動や作業の流れにそってつくるタイプです。課題分析やワークシステムにもとづく手順書です。課題分析とは、ひとまとまりの活動を時系列にそって短い行動の連鎖に分けることです。課題分析はアセスメントや記録のために行うこともあります。

活動・作業の支援手順書の作り方















障害理解とプランニングⅡ行動援護での外出手順書の例
	時間
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	援　助　者
	




























	
	
	【バス停で待つ】
1.徒歩で「寺尾三丁目」到着

【バス乗車】
1.乗車する

2.降車口に一番近い２人掛けの座席　に座る

3.「バスにのる」カードを裏返し、　「音楽をきく」カードを確認



4.プレーヤーを使って音楽を聴く


5.バス停を通過するごとに、別に用　意したバス停チェック表にチェックを入れる

6.「市民病院前」をチェックしたら　「音楽をきく」カードを裏返す

7.プレーヤーを止めて降車準備する

8.「のぞみ大学前」で降車する



9.「バスをおりる」カードを裏返し　「さんぽ」カードを確認

【のぞみ大学散歩】
	



「スケジュール」と声かけ
「バスにのる」を確認



①見守り
②声かけ「スケジュール」「バスにのる」裏返すを促し「音楽をきく」を確認

バス停チェック表を見えるところに置く

声かけ「○○バス停、チェック」


声かけ「スケジュール」
「音楽をきく」終わりを促す



①見守り
②声かけ「スケジュール」
　「バスをおりる」を確認

①見守り
②声かけ「スケジュール」
	



	【緊急事態のとき】
· のぞむさんが不穏な状態（ウーウー唸り声をあげる、床をドンドンと踏み鳴らす）になったときには、各ヘルパーの判断で途中下車させてください。
· 体調が悪いときも同じです。
【気をつけておいてほしいこと】
· これまでのところ、どのバス停でも停車して人が降りています。もし、誰も降りずにバスが通過することがあったら、チェック表を使っていても混乱するかもしれません。その場合、スケジュール及びチェック表の再確認を行って下さい。
【記録】
· 番号のあるところは、該当番号に○をつけてください。
· うまくいかないステップがあれば、メモ欄にそのときの様子を簡単に書いておいてください。


課題分析を用いたアセスメントの例
余暇支援「ホットケーキを焼く」　○一人でできる　△手ぞえか指さしでできる　×職員代行
	課題分析
	評価
	具体的な様子

	１ホットプレートのダイヤルを５にあわせる
	△
	つまんでダイヤルは回せる。指さし。

	２ホットケーキの粉を袋からボールに入れる
	△
	選べないので指さし。袋から入れることはできる。

	３牛乳を入れる
	○
	

	４たまごを割り入れる
	×
	たまごは職員が別のおわんに割って、渡した。おわんからボールに移すことができる。

	５混ぜる
	△
	道具を使って混ぜることはできる。左手でボールをおさえることができない。

	６おたま1杯をすくってプレートに入れる
	○
	上手にできる。

	７タイマーがなったらひっくり返す
	○
	タイマーで取りかかることができた。大きなホットケーキをフライ返しひとつでかえすのはできない。小さなものを２つのフライ返しを使って両手でやると上手にできた。

	８タイマーがなったら皿に移す
	○
	


	以上

ステップ１


利用者の動きを活動の最初から最後までイメージする


ステップ３


支援者の動きを最初から最後までイメージする


ステップ４


支援者の動き（環境設定や支援のポイントなど）と利用者の動きを並べて書く


ステップ２


利用者の動きを順を追って書き出してみる＝課題分析、ご本人向けの手順書のベースになる


ステップ１でイメージしたこと以外の「もしかしたら起きるかもしれない事態」への対応も考えてみる
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